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ROTARY CLUB OF OKAYA ECHO WEEKLY

　いて再応募の案内(応募締切11月10日)
 ・11月16日(土)地区大会の懇親会会場がブエナビスタか
　ら塩尻市のあさひ館に変更になりました。
　(バスチャーター時間の都合上の変更 17:15開会 会費:
　税込み・飲み放題8,000円)
 ・次回例会は来週10月27日(月)12:30開始です。
 ・諏訪グループチャリティゴルフ募金のお願い

《社会奉仕委員会》
 ・10月25日　自然の玉手箱　仏法紹隆寺・桑原城・高
　島城をめぐる諏訪の歴史めぐり　集合 8時20分

◆テーマ「国際社会で必要とされる人材育成の在り方」
　法務省告示校 長野国際文化学院学院長　藤森省三様

■日本語学校とは！
 ・主に日本語を母語としない者を対象として、第二言  
　語・外国語としての日本語教育を実施する機関。
 ・日本国内では、法務省より告示を受けた日本語教育機 
　関を特に指し、入学者には在留資格「留学」が認められる。
 ・第二言語として日本語を学ぶ留学生が主な対象となる
　が、必ずしも外国人に限られるものではなく、帰国子
　女なども対象となりうる。逆に、外国籍であっても日
　本語を母語とする者は対象とならない。
 ・1980年代の中曽根内閣による留学生十万人計画によ
　って日本語学校が多く設立された。しかし2016年現
　在では留学生の目的も大学（学部・大学院）・専門学
　校等への進学のみならず、就労や日本文化体験など多
　様化してきている。
■過日開催「外国人政策検討懇談会」では
 ・日本語教育の関係者や有識者１０人が出席。居住する
　外国人増加で受け入れを踏まえ、課題や多文化共生社
　会の実現の在り方等議論する。

　先週はスポーツの日の祝日ということで例会が休みだ
った処で、本日の例会は２週間振りとなります。この間、
街路樹の紅葉も大部進んで、秋が深まり又日没もずいぶ
ん早くなってきている処、気温も大部下がって肌寒い時
もあり、あの夏の暑さがちょっと恋しい位に思えます。
季節の変わり目ということで、皆様くれぐれも健康管理
にご留意頂きたい。
　本日のゲストは長野国際学院学院長　藤森省三様で
す。担当は国際奉仕委員会です。よろしくお願いします。
　秋真っ只中、スポーツの秋、芸術の秋ということでス
ポーツや芸術などに親しむ機会が多いところです。芸術
に親しむということで先日、私は諏訪市の湖畔端にある
サンリツ服部美術館に行ってきました。サンリツ服部美
術館は開館30周年を記念してセイコーグループ服部時
計店3代目社長だった服部山楓の茶道具コレクションの
特別展示が今開催されています。大実業家である方で、
茶の道に親しんだ数寄者として名を残している服部山
楓コレクション。展示品60点余り茶碗から茶入、茶杓、
掛軸の書や水墨画など、いずれも由緒ある名品ばかりで
した。有名な国宝の白楽茶碗 銘 不二山、重要美術品の
紹鴎茄子、千利休の茶碗、剣豪 宮本武蔵の水墨画など
など超一級品ばかり。素人ですからお宝鑑定団のような
見方しかできないのですが、やはりいいものはいいと素
直に思った処です。服部美術館のコレクションのすごさ
に改めて感心し、一流の美術館が諏訪にあることに感激
した次第です。
　さて今週25日（土）自然の玉手箱 今期4回目で、茅
野の名刹仏法紹隆寺・桑原城・高島城をめぐる諏訪の歴
史めぐりの予定です。会員の方奮ってご参加頂ければと
思います。又、翌日26日（日）はロータリー諏訪グル
ープ挙げてのチャリティゴルフコンペが予定されていま
す。秋にふさわしい行事が今回土日続く処ですが、どう
ぞよろしくお願いします。

◆ゲスト　長野国際文化学院学院長　藤森省三様

 ・10月17日(金)2026-2027役員・理事指名委員会設置
　と推薦についてのメールを配信しました。
 ・10月17日(土)新聞朝刊各誌にロータリークラブのポリ
　オ撲滅活動についての新聞広告1面掲載
 ・10月25日(土)自然の玉手箱、翌26日(日)諏訪グループ
　ポリオ撲滅チャリティゴルフコンペ(5名参加)
 ・地区青少年交換小委員会より長期派遣交換留学生につ
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今週のプログラム

次週のプログラム

いただいている。
◎日本の文化や生活に慣れ親しむ時間を大切に！～茶　
　道・書道・落語等体験～
◎学生寮・アルバイト先の斡旋等生活上のすべてに渡っ
　て準備や相談にのるよう務めている！
◎年間通して、生活上のストレス発散や学生同士の交流
　を深める為、行事の開催！
◎進路相談会～進路決定に向け、学生の思いを達成する
　大切な相談会～
◎交通安全の日～先輩の事故を教訓に事故防止特別授業～
※自然災害等多発したり、防犯意識の高揚を図る懸案が
多発している状況下で、「防災・防犯の日」を位置づけ
実施もしている。
◎『授業記録』の積み重ね！授業後、必ず記録を残して
　いく　その時間に「何をしたのか」「どのように指導し」
　「どのような状態で」「どうなったのか」等を克明に残
　し、互いに参考にし合って授業を丁寧に進めている。
　現在はデジタル化している。
◎留学生への指導上留意していること！
 ・日本人にとって当たり前のことであっても、外国人に
　とってそうではないということを常に意識し接している。
 ・こちらの発言が無意識のうちにアイデンティティを否
　定してしまっていないかを常に考え、価値観を押し付
　けたり否定したりしないようにしている。
 ・宗教の話や、宗教的行事の話をしないようにしている。
 ・日本のルール（ごみの分別等）を知らないことで、守
　れないことがあるが、頭ごなしに注意せずそのルール
　の説明をするようにしている。説明を聞いても守れな
　い時は注意をするようにしている。
 ・ステレオタイプ的に「〇〇人は～である」と考えない
　ように注意している。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（先生方からの意見・感想より）
◎学生と日々関わる中で、学生の立場等を認識し大切に
　していること！
 ・国同士、政治問題やネット上での噂など目にしたり耳
　にしたりすることはあるが、偏った見方をせず、まず
　は一人一人と接し、一人の人間として理解していくよ
　うにしている。
 ・日本語で話せないだけで、同じ対等な大人に教えると
　いう意識を持つようにしている。（子供と話すような
　言葉は使わない。学生の人間関係についてこちらから
　聞かない。あだ名をつけたり、ため口で話したりしな
　い等）
 ・自分にとって常識だと思っていることが、相手にとっ
　ては違うかもしれないと考えて、学生の行動を見るよ
　うにしている。
 ・教師と学生が、お互いに尊敬しあうことを大切にして
　いる。　　　　　　（先生方からの意見・感想より）

 ・2024年６月時点在住外国人数
　44,834人10年前の約 1.4倍の
　増加。国籍別では、2014年時
　点は中国やブラジル、フィリ
　ピン、韓国・朝鮮、タイで約
　８割を占めていたが、近年は
　ベトナムやインドネシアなど
　アジア諸国の増加傾向にあり、
　多国籍化も進んでいる。
 ・長野県の「信州未来共創戦略」
　では外国人を含む全ての県民
　が地域社会の一員として平等に活躍できる社会を目標
　に掲げている。
 ・佐藤友則信州大学教授は、多文化共生基本法の早急の
　整備や小中学校への多文化共生に関する授業の実施を
　主張している。
【本学院経営理念】
　「世界に羽ばたく学生達の夢を実現する為の懸け橋と
して、日本語を通して国際社会で必要とされる人材育成
の知識集団となる。あわせて地域社会における国際化の
ニーズに対応できる知識集団となる。」
【経営目標】　
　質の高い語学指導と生活支援をする為に、常時定員数
を確保し豊富な指導体制とし、学生達や地域社会から信
頼される学院となる。
【職務基本理念】
　「日本留学」とは、学生たちにとって夢の実現への第
一歩である。学生たちが夢を実現させることができ得る
存在が私たち「先生」である。一人一人の学生に対して
的確で適切な指導を行い、国際社会で活躍できる人材を
育てる。時には厳しく、時には優しい「父」や「母」の
ような存在で指導し、時には「兄弟姉妹」のように相談
できる存在にならなくてはならない。学院全体が一つの
家族であることを認識し、学生一人一人に対して誠心誠
意対応すること。その中で「学生あっての学校」である
ことを忘れず、・・・中略・・・　　学生達との『和』、
職員同士の『和』を重んじ、その『和』を乱すことなく
互いに尊敬し合わなければならない。
【職務姿勢】
一、常に学生の気持ちを第一に考え行動する。
一、全ての学生の先生である。
一、学生の人生にかかわる職務であることを強く認識する。
一、学生の目標が我々の目標である。学生の目標に寄り
　添い、その目標の達成を真に願う。
一、学生の上からの目線に立つのではなく、同じ目線に
　立ち真心をもって接する。
一、先ず批判から入ってはならない。批判する前に、自
　らを省みる。
一、学生に対し何事もあきらめない。
一、職務に対し、大変・できない・やりきれないと決し
　て口に出さない。常に解決策を見出す努力を怠らない。
一、学生を一人の人格者として接する。
一、学生に対し公平に接する。
一、同じ職場で働いている者同士、互いに尊敬、尊重する。
【授業形態について】
○午前・午後の二部制（午前４コマ、午後４コマ）
○一時間四十五分授業で組んでいる
○履修期間は、一年半～二年間。 
○学習内容は、日本語の基礎から応用まで。日本語能力
試験Ｎ２～Ｎ４合格 を目標に教育課程が編成されている。
※アルバイトで、生活費等に充てている。会社に、日本
語学校の学生であることを理解していただき受け入れて

　　　　　　　　　　10月27日㈪  PM0:30 

マリオ／卓話　丸山侑佑氏　八ヶ岳農業大学校長

　　　　　　　　　　11月10日㈪  PM0:30 

マリオ／卓話　環境保全委員会

▪ラッキー No.　小島善之会員
▪ニコニコＢＯＸ　21件　25,000円
▪出席報告　
　会員数 49名　出席 23名　欠席 26名
　出席率 46.9％　前々回訂正 無し

ニコニコするメッセージをお寄せ下さい


